












復照会の文書」 「調査報告の文書」 「商品の説明」 「広告」 「売買其他の契約」 「社交上の慶弔の文」 「種々雑多の用事の書簡」 「学
術






を書くための指南書である。その際、 「美術的文章」 （ 「即ち詩
で












を区別すべきことが説かれ、実用的文章は本来「ただ一枚の風呂敷を取り除く」ように簡単に書けることが力説される 簡単と思われないとしたら、それは「為り難し 観念」 、つまり苦手意
識
























露伴のつながりを考察 ようと目論む本稿にと ては、美術的章と対比される実用的文章が、右のようにとらえられ いた点重要である。つまり、 こから逆に、美術的文章は、そ に先立つ内容を持たない、い ば虚無 生ず ものだ、とする露伴の小説観を窺うことができるだろう。いわ 、 「此等の （美術的文章のこと…引用者）は其の本然の性質として 人に対して虚しき感じ、即ち美感を得せしむ を其 約束 存在して居る」 （一七七頁） 、 「詩歌小説の類の芸術的文章は 書 る可き
必
要が有つて書かるゝと云ふよりは、寧ろ作り出さうといふ希望が


















同じ 「想」 でもその 「活力」
に強弱がある、という指摘から、話は次のように展開し ゆく。
49
○活力の強い想と弱い想とを比較して見るに、強いのは漸々成長して往くが、弱いのは手が無くなり足が無くなり、恰も幽霊かなどにてもある如く、漸々に消滅して、竟に無に帰して終ふ。○余の想に上つた物に微塵蔵の話がある、是は明治二十五年に考へた物で、四冊ばかり続いて書 たが其後或る事情の為めに書かなくなつた、然る 其話は今に余 脳中 あつて去らない、 うと思 のならば善いが、書くま と決心した物までが、尚ほ脳中に活力を存 居るのは、是も閉口である。
してみれば、無からの湧出というイメージの要諦は、本人の意識の統御を受けない・意識 統御から自由に生まれ、或いはすぐに消滅し、或いはいつまでも持続する、そんな「想」のあり方にあるようだ。これに対して、実用的文章の場合は、書かれる以前からその内容がどれ程明確かどう はともかく、常に意志的に確定されるべき何かでなく はならないという点が重要なのであ
ろ
う。恐らく風呂敷の喩の要諦 、包みを解かれる前 それはある、という時間的先後を貫 確実性を示すため いうよりは、包みを解こう、という意志的行為の持続 ことに、そ 主眼があるように思わ 。先の引用で「品物」のよ に確実にあるとされる、 「記すべき事柄」 、 「説くべき理合」 、 「伝ふべき意」 「訴
ふべき情」の、肝心な部分は「事柄」 ・ 「理合」 ・ 「意」 ・ 「情」 （
す






































































































































のできないまま死んだ男女が、女 遺した文反古に誘われ導びかれて、来世において再会を果 し 結ばれる、という、ただ れ
52
だけの話である。名作と、筆者は信じているが、単純な物語であるだけに詳細に論じる手だての思い浮かばな 、やっかい 作品の一つである。と同時にこの『土偶木偶』こそ、 「みやこどり」で作者が用意していた「悪縁」物語の次元を超え 相慕い合った男女の、その後を描いた作品に違いないことも、実証はできないけれども、筆者はかたく信じてい のである。　
単に『普通文章論』にいう「美術的文章」の、その前後に書か
れた小説の一例として、 『土偶木偶』を挙げてもよいのであるがあえて筆者の妄信とも思われ ねな 事どもを縷々書き記した理由は、この作品を生んだ「想」が露伴 おい 十年近く 、一定の強度を以つて持続した可能性があり、それならばなぜ他ならぬ明治三十八年に
0000000
、その「想」は『土偶木偶』という作品となった
















































































































足利氏中葉以後の甚しい戦乱の相続は、猛火の如く一切を灰燼にしたので、我国民は一時我邦古来の慣例及び支那文学の圧迫より免れて、戦乱期及び徳川氏初期の文章は却て国民との距離を少くして居るし、引続いて徳川氏の感謝す可き長い平和に依つて平民的文明の光輝 発 た為、国民と文章との距離は余程少くなつて、一般世人と実用的文章と 距離 密接すると迄にはなら かつ が殆ど僅になつた（二〇七頁）
　
ところが、である。平和の続く江戸時代の中期、明治社会の文








江戸後期、従来 漢 訓読法（露伴の うところに従えば「博
士読み」 「 『ヲコト点』的の回りくどい読み方」 ）に対し、 「漢文読み」又は「漢籍読み」 （露伴は名を挙げていないが、その最も典型
的なのが後述する「一斎点」である）が登場、これは「漢文を





























































































気にかかるところであろう。同時 また、そ ような読者であるならば、徂徠流「支那 古文辞崇拝」 対する批判を開始しようというこの一節に、あるべき王弇州の名が出てこない
000000000000000
ことにも気
































るとされていた。教育勅 が発布された直後から「一旦緩急アレバ」が国文法としては誤謬である とは、日本社会の公然の秘密となった。結局、最後まで政府によって訂正されることはなかった。その理由は 勅語の発布者たる天皇の権威に対する遠慮もさることながら、漢文訓読といういわば「国語のもう一つ 規範文法」では「アレバ」でも許容範囲 されたため、致命的 誤謬 見なされなかったから あろう。　
右のように、原漢文が存在せず当初から漢文訓読体として














うものである。佐藤一斎の 「一斎点」 は、 できるだけ補語を簡略化・省略する一方、置字は省略せずに読むという特徴 もつが、この訓読法が大いに流行した理由は、林家塾長・昌平坂 問所教授という一斎の権威もさることながら、要するにこの「復文」学習の際にそれがきわめて便利な訓読法であったからである（ちなみに少年時代の露伴が通った迎曦塾 塾主は菊池松軒で、佐藤一斎の高弟の一人だった） 。　「特に不幸にして日本語法を無視したやうな此の種の文体を
社











いて露伴が述べるのは、 要するに国学者が糺した「古い国語国文」が、現在の国民を苦しめている、ということである。古式に従わねば愛国心に負く、 というような心情をそれはもたらした （二二五頁） 。しかし尚古趣味は美術的文章 らば ざしらず、実用的
文
章には不利益である （二二七頁） 。 「仮名づかひ」 「送り仮名法」 「和字借字」 「文字の仮借」等々をどうすべきか、 「古」がこれらを解決する特権的指針となるわけではない。




























































































1（）加藤徹「表現文法の代用品としての漢文訓読」 （ 『 「訓読」論―東アジア漢文世界と日本語―』 勉誠出版。平
20・
10に所収） 。
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